
Ｃ型肝炎の治療を受けられる方へ

石川県肝炎診療連携 にご登録ください！

治療により肝炎ウイルスが排除されると、肝がんの発症は抑制されますが、
それでも、肝がんの発症のリスクは残存します。

ウイルスを駆除したとしても、駆除後 5 年・10 年の肝がん発症率は、
それぞれ 約2～9%、約3～11%と報告されています(※)

そのため、治療後も専門医療機関を定期受診し、
肝がんを発症していないかどうかを確認する必要があります。

「石川県肝炎診療連携」とは

登録にご同意された方に、
年１回専門医療機関受診をお勧めし、
適切な検査や治療を受けて頂くための
石川県内の肝炎患者様のための
システムです。

ご不明な点は下記事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

石川県肝疾患診療連携拠点病院・金沢大学附属病院内
石川県肝炎診療連携協議会事務局

☎076-265-2244
HP 石川県 肝疾患 検索

◆治療後の定期検査費用の助成
が受けられます。
→肝炎診療連携に登録することが助成要件の一つとなっています。

（※その他にもいくつか要件があります）

◆専門医療機関受診をお勧めするお知らせを
お送りするので、受診し忘れを防げます。

◆肝疾患に関する有益な最新情報をお届けします。
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お知らせを受け取られましたら、書類一式をご持参になり、
専門医療機関をご受診ください。定期検査費用の助成については、
リーフレットをご参照ください。

（※日本肝臓学会C型肝炎ガイドライン第8.2版より）


